
社会福祉法人 幸星会

施設理念

私たちは、ご高齢の方々がその人らしく生活できるよう、

心をつくして支援いたします。

ノーリフティングケア目的

次郎丸の里の理念にそって職員が活き活き働ける職場環境を構築する

次郎丸次郎丸次郎丸次郎丸のののの里施設概要里施設概要里施設概要里施設概要

入所者定員入所者定員入所者定員入所者定員 54545454名名名名

ショートステイショートステイショートステイショートステイ 6666名名名名

介護職員介護職員介護職員介護職員 28282828名名名名

男性男性男性男性 １３１３１３１３名名名名

女性女性女性女性 １５１５１５１５名名名名

事務職事務職事務職事務職 ７７７７名名名名

リハリハリハリハ職職職職 ２２２２名名名名

看護職看護職看護職看護職 ４４４４名名名名

そのそのそのその他他他他 １１１１名名名名

次郎丸次郎丸次郎丸次郎丸のののの里里里里ノーリフティングケアノーリフティングケアノーリフティングケアノーリフティングケア1111年目年目年目年目のののの流流流流れれれれ

1～2年目の実施計画
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・リスクシートに書かれた依頼を解決又解決済み依頼にポイントを設定しポイント上位者には特別休暇を進呈。
・利用者様に適した ケア、福祉用具のアセスメントを作成しケアプランに連動させ、より良いケアを実施する。

・始業前の腰痛体操に始まり、リスクシート依頼によるゴミカートカスタム等行い腰痛減少、「腰痛」に向き合う意識改革が徐々に芽生える。

・まずは見様見真似で動画等を視聴し自信が無いながらも取り組み始め少しずつ学び理解し始めた。。。。
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「「「「目的」

次郎丸の里の理念に沿って職員が活き活きと働ける職場環境を構築する

2年目活動中にノーリフティングケア事業部が思った事！

・1年目の計画が進まなかったのは全職員間でのコミュニケーション不足

が問題だと気付きました。

・スタッフに伝える時に成功談をはなすのではなく「計画が遅れている」

「実技研修」が思うように進まない」等失敗談を語ることで現状の課題に

気付いてもらえるように2年目は進めていきました。

計画を進める為にはコミュニケーションが非常に大事です。

2年目活動中にノーリフティングケア事業部が思った事！

・1年目の計画が進まなかったのは全職員間でのコミュニケーション不足

が問題だと気付きました。

・スタッフに伝える時に成功談をはなすのではなく「計画が遅れている」

「実技研修」が思うように進まない」等失敗談を語ることで現状の課題に

気付いてもらえるように2年目は進めていきました。

計画を進める為にはコミュニケーションが非常に大事です。

2222年目年目年目年目をををを振振振振りりりり返返返返りりりり



1つの理念、方針、目的に全員が共感し、熱っぽく取り組むとい

うのはそもそも難しい！

方針や目標を掲げて、それに向けて一体となって取り組もうと

いうときに、なかなか「やる気」にならない人がいます。前述

のように、伝え方を工夫しても伝わりません �

「何とか前向きになってくれないか」と思う気持ちですが�

1つの理念、方針、目的に全員が共感し、熱っぽく取り組むとい

うのはそもそも難しい！

方針や目標を掲げて、それに向けて一体となって取り組もうと

いうときに、なかなか「やる気」にならない人がいます。前述

のように、伝え方を工夫しても伝わりません �

「何とか前向きになってくれないか」と思う気持ちですが�

全員全員全員全員をやるをやるをやるをやる気気気気にさせることのにさせることのにさせることのにさせることの難難難難しさしさしさしさ

今年度のノーリフティングケア委員会はこう考えてみました。今年度のノーリフティングケア委員会はこう考えてみました。

そこで…そこで…

・方針、目標に共感させること、それを実施する目的、

意義をしっかり理解して頂くことが大事だということ。

・振り返り反省した事を中断せず、共有し進める。

・目標達成のために職員が「ノーリフティングケア」を

理解し、それが実施できているか、随時声掛けし

コミュニケーションを図る。

会話の大切さ

みなさんの職場でマニュアルが奥底にしまわれたりしてません

か？ノーリフティングケア委員会は新しいマニュアルを作成しま

した。

①写真や図、表が豊富

②文章量が少ない

③フローチャート形式でわかりやすい

④ポイントが明確

次次次次にマニュアルのにマニュアルのにマニュアルのにマニュアルの見直見直見直見直しししし

ノーリフティングケアの活動に大きく貢献した職員には「成果が上がっ

た」と感じて貰わなければなりません。

それがノーリフティングケア特別休暇です。

まず評価結果から確実にクリアーできる「小さな目標」を設定。

コツコツやれば必ず職員全員、休暇を修得できる事を考案しました。

一緒に頑張る仲間がいると励みになる仲間づくりができる仕掛けに

しました。

結果結果結果結果にコミットしにコミットしにコミットしにコミットし特別休暇特別休暇特別休暇特別休暇ををををGET!GET!GET!GET!



「ポイントカードポイントカードポイントカードポイントカード」「」「」「」「表彰表彰表彰表彰」」」」等等等等、、、、中間地点中間地点中間地点中間地点でのでのでのでの成果成果成果成果、「、「、「、「小小小小さなさなさなさな目標目標目標目標」」」」をクをクをクをク

リアーしたことをリアーしたことをリアーしたことをリアーしたことを賞賛賞賛賞賛賞賛するイベントをするイベントをするイベントをするイベントを行行行行いいいい職員職員職員職員のモチベーションアップにのモチベーションアップにのモチベーションアップにのモチベーションアップに

つなげつなげつなげつなげ成功成功成功成功しましたしましたしましたしました。。。。

次次次次はよりはよりはよりはより、、、、高高高高いハードルをいハードルをいハードルをいハードルを設定設定設定設定しましたしましたしましたしました。。。。

１１１１年目年目年目年目よりよりよりより大大大大きくきくきくきく施設全体施設全体施設全体施設全体にノーリフティングケアのにノーリフティングケアのにノーリフティングケアのにノーリフティングケアの意義意義意義意義からはじまりからはじまりからはじまりからはじまり実実実実

技技技技ともにともにともにともに浸透浸透浸透浸透していきましたしていきましたしていきましたしていきました。

成功体験成功体験成功体験成功体験をよろこぶイベントをよろこぶイベントをよろこぶイベントをよろこぶイベント

実実実実はここがはここがはここがはここが重要重要重要重要なポイントでしたなポイントでしたなポイントでしたなポイントでした。。。。まわりのスタッフはノーリフティングまわりのスタッフはノーリフティングまわりのスタッフはノーリフティングまわりのスタッフはノーリフティング

ケアケアケアケア事業部事業部事業部事業部のののの動動動動きをしっかりきをしっかりきをしっかりきをしっかり見見見見ていますていますていますています。。。。導入導入導入導入でででで失敗失敗失敗失敗するとするとするとすると「「「「どうせうまどうせうまどうせうまどうせうま

くいかないくいかないくいかないくいかない」」」」とレッテルをとレッテルをとレッテルをとレッテルを貼貼貼貼られてしまいますられてしまいますられてしまいますられてしまいます。。。。絶対絶対絶対絶対にににに成功成功成功成功させるというさせるというさせるというさせるという

意気込意気込意気込意気込みでみでみでみで計画計画計画計画がががが遅遅遅遅れてもれてもれてもれても中断中断中断中断せずせずせずせず実行実行実行実行しましたしましたしましたしました。。。。

次郎丸次郎丸次郎丸次郎丸のののの里腰痛調査結果里腰痛調査結果里腰痛調査結果里腰痛調査結果

今年度は腰痛度具合のシートを使い重度、中度、

軽度の痛み具合を細分化。

上位3名の中等度者に対し、面談を行い、

対応策を 検討話し合い。

・・・・腰痛予備軍対策の必要性を再確認し、

12月腰痛細分化シートを使い施設全体の腰痛者は減少し重度者は0人に

なりました。

・中等度者は依然として3名、軽度者7名おり今後も施設全体で改善に向け

て

進めていきます。

次郎丸の里 腰痛対策

・・・・施設全体施設全体施設全体施設全体でででで業務前業務前業務前業務前・・・・会議前会議前会議前会議前にににに腰痛体操腰痛体操腰痛体操腰痛体操のののの実施実施実施実施

15151515時時時時にはにはにはには館内放送館内放送館内放送館内放送でラジオでラジオでラジオでラジオ体操体操体操体操のののの実施実施実施実施

・・・・今年度今年度今年度今年度、、、、腰痛軽減腰痛軽減腰痛軽減腰痛軽減はベットのはベットのはベットのはベットの高高高高ささささ調整調整調整調整、、、、トランスファーボードのトランスファーボードのトランスファーボードのトランスファーボードの浸透浸透浸透浸透がががが

大大大大きくきくきくきく考考考考えられますえられますえられますえられます

マネジメント研修中

15時にラジオ体操

少しずつ浸透し6割の

職員は実施してます

2222年目年目年目年目まとめまとめまとめまとめ

1年目、やらないといけないとの認識でスタートをしました。

この状況を全職員が同じ方向に向かって進めるため、コア職員は１年間

失敗しながらもPDCAサイクルでまわしてきました。

薄い知識でボード移乗に取り組み、褥瘡者を悪化させてしまうなどの

失敗もありました。

しかし次郎丸の里の求人面接ではノーリフティングケアの事を事前に

ホームぺージで知り、活動に参加したいといわれる声も多く聞かれ、

同じ志の職員も増えました。

当施設は十分な職員の配置まではできておりませんが、少ないながらも

派遣社員を雇用せず、全職員が同じ方向性を向いて助け合いの精神で協力して

います。

いくつになっても働き続けられる職場環境を目指し頑張っております。

ノーリフティングケアの活動に出会え本当に良かったと感じております。

2年目で「まだまだ」と実感しています。

メンバー入れ替えが多かったですが残り少ない2年目を楽しみながら、よりよ

い3年目に向けがんばっていきます。


